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本研究は妊娠 28 週～36 週の胎位異常、妊娠合併症を除いた正常経過妊婦 33 人を対象に行
った。情動惹起はフィルム法によった。映画「The sound of Music」より喜びを惹起するシー
ンを 5 分間切り出し、映画「The Champ」より悲しみを惹起するシーンを 5 分間切り出し、
情動惹起に用いた。情動惹起フィルムの呈示を行う前後に、特定の情動を惹起しない中性動
画（5 分間）の呈示を行い、対照条件とした。胎児の行動は、2 次元超音波検査装置 2 台同
時計測によって解析した。また、同時に分娩監視装置による胎児心拍（FHR）の測定も行っ
た。 
実験が中断された 3 例、胎児の行動が技術的な問題で記録されなかった 3 例は対象より
除外した。Nijhuis らの基準により、胎児心拍パターン（FHRP）を A～D パターンに分類し
た。胎児の覚醒状態を統一した条件で比較を行う目的で、FHRP の B パターン（活動睡眠期）















考  察 
本研究では、妊婦に喜びの情動を惹起すると胎児の上肢の動きの回数が増加し、悲しみ
の情動を惹起すると胎児の上肢の動きの回数が減少することがわかった。このことから、
妊婦の陽性情動と陰性情動では、胎児の上肢の動きに対する作用が異なり、相反する効果
を与えることがわかった。一方、下肢と体幹についてはいずれの情動を惹起しても変化が見
られなかった。これらのことから、胎児の行動への影響を及ぼす妊婦の因子を検討する際
に、上肢の動きが感度のよいマーカーとなり得ることが推測された。 
先行研究では、妊婦にストレス負荷を与えることによって、「胎動（四肢、体幹を区別し
ない胎児の動き）」が減少することが報告されている。この研究結果と本研究結果を考え合
わせると、妊婦が抱く陰性情動とストレスは胎児の行動への影響が一致しており、陰性情
動も長期間持続すると、胎児の発育・成長にあまり良い影響を与えない可能性がある。ま
た、本研究で初めて妊婦の陽性情動の胎児への影響が調べられたが、陽性情動の効果はス
トレスや陰性情動の効果と逆であり、陰性情動やストレスの胎児へ及ぼす悪影響を軽減す
る可能性が示唆された。 
